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現代にパラメトロンを復活させようと思っても、当時使用された磁性材料の入手は困難で
ある。そこで今日入手可能な素子によりパラメトロンを構成し、動作を確認した。オリジ
ナルのパラメトロンは LC共振回路のうち L を変化させて発振させるが、試作したものは
Cを変化させる方式を採用した。

動作確認のため、高速桁上げ回路つきの 8ビット加算器を作成した。96 個のパラメトロ
ンを使用している。加算時間は約 32μs である。

可変容量ダイオード 同調 兼 結合コイル

パラメトロン素子（青枠内）
2f 励振周波数            4MHz
 f  発振周波数            2MHz
３相繰返し周期      16μs  (63kHz)
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８bit 加算器 ( 高速桁上げ回路つき )

認のため、高速桁上げ回路つ

次
段
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
へ

前段パラメトロンより

2.7K

2.7K

51

1K

  2f 
4MHz

AC04

KV1560
 40μH
15T+15T

( 参考・オリジナルのパラメトロン )


